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概要

科目構成 № 講義名 講師名

教室講義日

（A日程）

定員25人

教室講義

時間

場所

オンライン

講義A日程

定員40人

A日程

申し込み受付

オンライン

講義B日程

定員40人

B日程

申し込み受付

オンライン

講義C日程

定員40人

C日程

申し込み受付

1 動物の感染症

　白井　淳資

（東京農工大学）

4月11日

2 ペットにおける感染症対策

　青木　博史

（日本獣医生命科

学大学）

4月18日

3 人獣共通ウイルス感染症

　水谷 哲也

（東京農工大学）

4月25日

4 昆虫が媒介する感染症

　古谷　哲也

（東京農工大学）

5月9日

5 病気が疑われる動物の症状

　清水　美希

（東京農工大学）

5月16日

6 動物の異常行動

　武内ゆかり

（東京大学）

5月23日

7 動物看護学

　太田　光明

（麻布大学）

5月30日

8 獣医師と動物看護師の関係

　福島　隆治

（東京農工大学）

6月6日

9 動物栄養学

　山本　敦

ロイヤルカナン

ジャポン　獣医師）

6月13日

10 動物のストレス

　渡辺　元

（東京農工大学）

6月20日

11 社会における家庭動物医療

　島村　麻子

（アニコムホール

ディングス　獣医

師）

6月27日

12 動物福祉と問題点

　神田　尚俊

（東京農工大学名

誉教授）

7月4日

企画　早稲田大学　規範科学総合研究所

実施運営　早稲田総研インターナショナル

〒162-0045

東京都新宿区馬場下町5番地 早稲田駅前ビル

TEL：03-3208-7866

地球上の野生動物、飼育動物と人との距離は急速に接近し、動物から人へ感染する病気のリスクが高くなってきている。また、動物と人との関係は、もはや切り離すことのできない重要なファクターであり、現代社会では伴侶動物の存在意義が高くなっ

ている。この講座では動物に関する多角的な視点から、獣医学および動物看護学について、受講生とともに考えます。当講座は、動物看護師統一認定機構による「認定動物看護師」資格の学術実績ポイント対象講座です。
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家畜、伴侶動物の管理方法、動物実験等に対し、動物福祉の立場から社会的に

問題にされる時代となってきました。この問題について歴史的背景と、世界の現

状、問題点を紹介します。

1クラス（4講義）受講料　4000円（オンライン・教室受講とも）。

受講の詳細、お申込みは詳細は　http://juisan.org/　 申し込みは2013年2月1日より開始します。

動物看護師統一認定機構ポイント対象講座です。1クラス受講で48ポイントを獲得できます。

【感染症コース】

動物の感染症

とその対策

講義概要

感染症についての基礎知識、動物の主要な感染症、またその対策について紹介

します。

【病気と看護コー

ス】

動物の病気

と看護
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現代社会において動物が私たちの生活に潤いや癒しを与えてくれる大切な存在

であることを示す研究成果は枚挙にいとまがないが，重篤な問題行動によってそ

のメリットは全て消えてしまい、飼い主にとっては苦悩のみが重くのしかかること

があります。ここでは伴侶動物の問題行動の見分け方、対処方法、予防方法に

ついて解説します。

動物の福祉の観点から、人間に飼われることによって動物がどのようなストレス

を受けているのかを知ることは重要です。ストレスの生理学的仕組みについて解

説し、どのような物がストレスとなり、その結果動物にどのような変化が起きる

か、どうすればストレスに強い動物になるのか考えます。
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蚊をはじめとする昆虫によって媒介される病気は、国際交流や近年の気候変動

により、これまでと異なった病気が流行する可能性があります。動物に感染する

代表的な感染症について解説します。
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【健康管理コー

ス】

動物の健康と

人間社会

動物の飼育スタイルの変化から、ヒトとの親密さが増しているイヌ、ネコ等につい

て、感染症から動物とヒトを守るための対策を解説します。

いままでの動物看護学の教育は「獣医師」が主体でした。しかし「動物看護学」と

「獣医学」は異なり、動物看護師さんは今までの仕事よりもずっと広い範囲をカ

バーすることになります。「動物看護学とは」の極意を紹介します。

犬や猫が何を必要としているか、成長過程やライフスタイル、サイズ、身体の構

造などの特性に対応した栄養、さらに健康な時と病気の時に考えなければならな

い栄養について解説します。

獣医療トラブルを防ぎ、もっと感謝される動物病院になるために社会が求める動

物医療について解説します。また、社会全体として取り組むべきテーマである、マ

ナー向上、夜間対応、専門医療分野への対応、感染症対策、防災対策、保険制

度、法整備などについて考えます。

家族の一員であるペットが健康に過ごせるように、動物のサインから体の状態を

読み取ることを説明します。

獣医師と動物看護師のよりよい関係を構築するための問題点、ならびにその解

決法などを解説します。

近年問題になっている種を越えた感染症、SARSウイルスやインフルエンザウイ

ルスは動物からヒトへ伝播し、ヒトからヒトへ感染を拡大します。ウイルス感染症

の出現メカニズムや対策を中心に解説します。


